
梓川地区から参加の新成人の皆さん

松
本
市
成
人
式
が
1
月
13
日

（
日
）
に
、
市
総
合
体
育
館
で
開
か

れ
ま
し
た
。
新
成
人
が
振
り
袖
姿

や
ス
ー
ツ
で
出
席
し
、
各
団
体
の

代
表
者
か
ら
二
十
歳
の
門
出
を
祝

福
さ
れ
な
が
ら
、
大
人
の
仲
間
入

り
を
し
ま
し
た
。
菅
谷
昭
市
長
は

式
辞
で
、
パ
ブ
ロ・ピ
カ
ソ
を
引
用
、

草
間
彌
生
展
の
赤
、
松
本
山
雅
の

緑
な
ど
昨
年
を
象
徴
す
る
カ
ラ
ー

を
紹
介
し
な
が
ら
、
今
年
の
テ
ー

マ
「
ペ
イ
ン
ト
～
自
分
色
に
～
」

に
つ
な
げ
、
新
成
人
に
「
一
人
一

人
が
時
代
に
流
さ
れ
ず
、
勇
気
あ

る
行
動
で
、
知
的
な
自
分
色
の
大

き
な
花
を
咲
か
せ
て
欲
し
い
」
と

激
励
し
、
会
場
内
は
、
人
の
話
に

耳
を
傾
け
る
大
人
の
落
ち
着
い
た

雰
囲
気
が
あ
り
ま
し
た
。
式
典
後

に
記
念
撮
影
が
行
わ
れ
、
新
成
人

た
ち
は
中
学
時
代
の
恩
師
を
囲
み
、

そ
れ
ぞ
れ
近
況
を
報
告
し
あ
っ
た

り
、
一
緒
に
写
真
を
撮
っ
た
り
と

再
会
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
新

成
人
の
西
村
向
陽
さ
ん
（
北
大
妻
）

は
「
人
生
の
節
目
な
の
で
、
成
人

と
し
て
責
任
の
取
れ
る
大
人
に
な

り
た
い
」
と
力
強
く
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

結
果
は
惜
し
く
も
準
優
勝
で
し

た
。
そ
の
後
、
北
信
越
５
県
の

各
県
大
会
上
位
チ
ー
ム
が
出
場

で
き
る
北
信
越
大
会
に
出
場
し

ま
し
た
。
各
県
の
強
豪
20
チ
ー

ム
が
集
ま
っ
た
中
、
こ
の
大
会

準
優
勝
の
金
津
中
（
福
井
県
代

表
）、
３
位
の
星
稜
中
（
石
川
県

代
表
）
と
対
戦
で
き
ま
し
た
。

試
合
は
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
自
チ
ー
ム
の
課
題
と
ス
ト

ロ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
を
確
認
で
き

た
有
意
義
な
大
会
と
な
り
ま
し

た
。選

手
た
ち
は
試
合
を
重
ね
る

ご
と
に
た
く
ま
し
く
な
り
、
そ

の
表
情
・
姿
は
、
今
年
の
夏
の

大
会
で
の
大
活
躍
を
予
感
さ
せ

て
く
れ
る
も
の
で
し
た
。

昨
年
秋
に
行
わ
れ
た
新
人
戦

で
は
、
松
本
市
中
大
会
・
中
信

大
会
を
と
も
に
１
位
で
通
過
し
、

第
17
回
チ
ラ
ベ
ル
ト
カ
ッ
プ
県

中
学
校
新
人
サ
ッ
カ
ー
選
抜
大

会
に
出
場
し
ま
し
た
。
県
大
会

も
順
調
に
勝
ち
進
み
、
迎
え
た

決
勝
の
対
戦
相
手
は
、
市
中
大

会
の
決
勝
で
対
戦
し
た
信
大
附

属
松
本
中
で
し
た
。
市
中
大
会

で
は
、
２

対
１
で
梓

川
中
が
勝

ち
ま
し
た

が
、
リ
ベ

ン
ジ
に
燃

え
る
附
属

中
の
気
迫

に
押
さ
れ
、

 

成
人
式
テ
ー
マ 

　『
ペ
イ
ン
ト 

～
自
分
色
に
～
』

～
梓
川
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
部
、
新
人
戦
で
大
活
躍
～

 

「
県
大
会
準
優
勝
」「
北
信
越
中
学
校
新
人
フ
ェ
ス
出
場
」
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活
動
の
成
果
発
表

第
34
回
梓
川
文
化
祭
～
梓
秋
祭
～

文
化
・
芸
術
の
秋
に
合
わ
せ
、

恒
例
の
梓
川
文
化
祭
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
美
術
展
は
11
月
７
日（
水
）

か
ら
11
日
（
日
）
ま
で
ア
カ
デ
ミ

ア
館
に
て
、
芸
能
祭
・
音
楽
祭
は

11
月
11
日
（
日
）
に
梓
川
公
民
館

と
梓
川
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に

行
わ
れ
、
地
域
住
民
の
交
流
が
深

ま
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し

た
。美

術
展
で
は
地
区
内
で
活
動
す

る
11
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
書
道
、

写
真
、
短
歌
、
絵
画
、
彫
刻
、
生

け
花
、
手
芸
な
ど
、
約
１
８
０
点

の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
ど

の
作
品
も
個
性
に
あ
ふ
れ
、
感
性

豊
か
に
表
現
さ
れ
、
作
者
の
力
強

さ
や
繊
細
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
一

つ
一
つ
が
と
て
も
丁
寧
で
美
し
く
、

作
り
手
の
心
が
感
じ
ら
れ
る
作
品

に
仕
上
が
っ
て
お
り
、
来
場
さ
れ

た
方
を
魅
了
し
ま
し
た
。

芸
能
祭
で
は
ダ
ン
ス
、
バ
ン
ド
、

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
な
ど
の
７
団
体
が

出
演
し
、
日
頃
の
練
習
や
活
動
の

成
果
を
存
分
に
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

曲
が
終
わ
る
ご
と
に
会
場
か
ら
は

大
き
な
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
、
盛

り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。
音
楽

祭
で
は
４
団
体
の
歌
声
が
披
露
さ

れ
、
馴
染
み
の
あ
る
有
名
な
歌
か

ら
地
域
の
風
景
を
思
わ
せ
る
歌
ま

で
、
レ
パ
ー
ト
リ
ー
に
富
ん
だ
演

目
と
、
澄
ん
だ
歌
声
に
会
場
全
体

が
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
締
め

く
く
り
は
会
場
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
信
濃
の
国
を
合
唱
し
、
芸
能
祭
・

音
楽
祭
の
全
演
目
が
幕
を
閉
じ
ま

し
た
。
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
た
屋
外

で
は
緊
急
車
両
の
乗
車
体
験
と
撮

影
会
が
行
わ
れ
、
普
段
間
近
で
見

た
り
、
触
れ
た
り
す
る
こ
と
の
で

き
な
い
消
防
車
や
パ
ト
カ
ー
と
写

真
を
撮
っ
た
り
、
運
転
席
に
座
ら

せ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
三
重
県
御
浜
町
の
み
か
ん

が
販
売
さ
れ
、
大
勢
の
地
域
住
民

が
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

12
月
１
日
（
土
）
に
「
岩
岡
農

家
組
合
そ
ば
打
ち
講
習
会
」
が
開

催
さ
れ
、
小
学
生
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
約
50
名
の
方

が
参
加
し
ま
し
た
。
そ
ば
会
で
使

う
そ
ば
粉
は
、岩
岡
町
会
内
で
作
っ

て
い
る
方
か
ら
譲
っ
て
い
た
だ
い

た
粉
を
使
用
し
ま
し
た
。

一
つ
の
伸
し
台
に
子
供
が
３
人

ず
つ
６
箇
所
に
別
れ
、
大
人
の
指

導
の
も
と
、
子
供
た
ち
中
心
に
、

そ
ば
を
練
っ
た
り
、
伸
ば
し
た
り
、

切
っ
た
り
し
ま
し
た
。
子
供
た
ち

は
「
自
ら
打
っ
た
そ
ば
は
格
別
に

美
味
し
い
」
と
言
い
な
が
ら
、
作

り
立
て
の
そ
ば
を
味
わ
い
ま
し
た
。

そ
ば
会
は
、
岩
岡
町
会
の
恒
例

行
事
と
し
て
、
毎
年
12
月
に
開
催

し
て
お
り
、
そ
ば
会
を
き
っ
か
け

に
、
各
家
庭
で
も
そ
ば
打
ち
を
楽

し
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

12
月
２
日
、
９
日
、
16
日
に
、

梓
川
公
民
館
主
催
の
「
和
太
鼓
体

験
教
室
」
が
開
催
さ
れ
、
小
学
生

を
中
心
に
７
名
が
参
加
し
、
講
師

に
は
、
地
区
内
で
活
動
し
て
い
る

梓
川
太
鼓
十
八
会
の
会
員
が
指
導

に
あ
た
り
ま
し
た
。
初
日
に
は
基

本
打
ち
で
す
ら
、ま
ま
な
ら
な
か
っ

た
参
加
者
で
し
た
が
、
最
終
日
に

は
「
梓
川
祭
り
ば
や
し
」
を
丸
々

一
曲
演
奏
で
き
る
ほ
ど
に
上
達
し

ま
し
た
。
最
後
に
、
梓
川
太
鼓
十

八
会
に
よ
る
「
一
番
太
鼓
」
が
披

露
さ
れ
、
迫
力
あ
る
演
奏
と
巧
み

な
技
術
で
、
参
加
者
を
魅
了
し
て

い
ま
し
た
。

梓
川
太
鼓
十
八
会
の
上
嶋
弘
明

代
表
は
「
参
加
者
の
中
か
ら
、将
来
、

梓
川
太
鼓
を
担
う
方
が
育
っ
て
ほ

し
い
」
と
話
し
、
梓
川
太
鼓
が
継

承
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
お

り
ま
し
た
。
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